
毛
利
元
就
の
厳
島
合
戦

渡
海
の
陽
暦
年
月
日
と

地
御
前
で
の
行
蹟

渡

遭

遇

序
-世
に
詞
､つ
'
元
就
の
厳
島
合
戦
が
あ
っ
た
弘
治
元

年

-
正
確
に
は
天
文
廿
四
年

(
一
五
五
五

)
-
今
年

は
'
以
後
四
四
五
年
に
当
た
る
｡
平
成
九
年
に
t
N

H
K
が
大
河
ド
ラ
マ
で
放
映
し
た
の
で
'
毛
利
藤
の

各
地
人
物
を
中
心
に
'

一
大
ブ
ー
ム
を
捲
き
起
し
た
｡

之
に
関
す
る
既
往
の
著
作
物
も
'
所
謂
'
汗
牛
充
棟

で
'
筆
者
の
出
る
幕
は
な
い
｡
但
し
､
瞥
見
す
る
に
'

先
ず
'

(
こ

大
家
の
研
究
に
も
'
弘
法
の
筆
の
誤
り
で
'

｢
元
就
の
渡
海
は
月
明
下
に
行
わ
れ
た
｣
又
は
'

｢
弘
治
元
年
十
月

一
日
の
合
戦
日
は
陽
暦

一
五
五
五

年
十

一
月
二
十
四
日
で
あ
っ
た
｣
な
ど
'
見
逃
し
難

い
迷
説
も
あ
る
の
で
'
筆
者
は
逆
に
､

｢
渡
海
日
は

陽
暦
七
月
十
七
日
だ
｣
と
論
証
す
る
｡

次
に
'

(
二
)
筆
者
の
住
む
地
御
前
は
地
理
的
に
厳
島
に
近

接
L
t
種
々
'
合
戦
に
協
力
し
て
い
た
の
に
'
無
視

さ
れ
て
い
る
嫌
が
あ
る
｡
戦
術
面
で
協
力
し
た
裏
方

役
の
内
情
を
世
間
に
発
表
し
て
置
き
た
い
｡
こ
の
微

意
を
酌
み
'
目
を
通
し
て
欲
し
い
｡

第

一
章
-
厳
島
渡
海
日
の
太
陽
暦
年
月
と
気
象
情
況

｢

渡
海
日
の
陰
暦
年
月
日

厳
島
合
戦
に
関
す
る
諸
記
録
'
研
究
書
を
見
る
と
'

不
可
思
議
に
も
'
渡
海
日
に
関
す
る
'
当
時
の
毛
利

家
の
記
録
が
見
え
な
い
｡
勿
論
'
敗
戦
の
陶
方
に
も

記
録
は
無
い
｡
諸
記
録
を
点
検
す
る
に

1
'

｢
御
旗
本
よ
り
仰
渡
さ
る
御
軍
法
の
事
'
九
月

二
十
九
日
'
大
江
元
就
｣
と
言
､つ
'
文
書
が
あ
る

由
で
あ
る
が
'
典
拠
が
不
明

2
'

｢
棚
守
房
顧
覚
書
｣
に
は
'

｢
卯
の
歳
に
明
け

-
九
月
二
十
三
日
'
吉
田
よ
り
地
御
前
に
出
張
､

二
十
八
日
'
沖
家

(
村
上
水
軍
)
の
船
数
二
'
三

百
親
で
下
る

(
来
着
)
｡
明
く
る
二
十
九
日
の
幕
に

掛
り
'
元
就
乗
船
あ
り
て
'
包
の
浦

へ
船
を
付
く
云

々

(
要
旨
)
｣
と
あ
る
｡

3
'
大
正
十
五
年

｢
広
島
県
誌
｣
附
録

｢
芸
億
年
表
｣

に
依
れ
ば
'

｢
九
月
二
十
九
日
､
元
就
風
雨
に
乗

じ
精
兵
を
捜
し
て
'
急
に
厳
島
に
渡
る
｡
閏
十
月

朔
昧
爽
元
就
の
軍
'
山
を
漁
へ
て
急
に
陶
の
本
営

を
衝
き
大
に
之
を
破
る
｡

(
註
'

｢
並
の
十
月
｣

を
飛
ば
す
の
誤
を
犯
し
て
い
る
)

4
'
歴
史
学
研
究
会
編

｢
日
本
史
年
表
｣
で
は
'
十

月
に
閏
月
あ
り
L
と
し
な
が
ら
'
本
文
記
事
で
は
'

｢
十
月
に
元
就
'
陶
晴
賢
を
厳
島
に
襲
撃
'
騰
貴

自
殺
す
る
｣
と
し
て
'
月
の
平
閏
の
区
別
を
示
し

て
い
な
い
｡
筆
者
は
棚
守
房
顕
の
記
事
に
従
う
｡

次
に
'

｢
閏
月
制
設
置
の
実
態
｣
を
日
本
史
年
表

に
依
り
調
査
す
る
｡
厳
島
合
戦
の
前
後
'
四
十
九
年

間

(
一
五
三

一
～
一
五
八

〇
)
に
十
七
回
の
閏
月
が

あ
り
'
そ
の
内
'
閏
月
前
の

｢
普
通
の
月
｣
が

｢
三

ケ
月
の
も
の
が
九
回
｣

｢
同
三
三
ケ
月
の
も
の
が
六

回
｣

｢
同
三
四
ケ
月
の
も
の
が
二
回
｣
ほ
ど
あ
る
｡

厳
島
合
戦
の
場
合
は
三
三
ケ
月
の
例
に
該
当
L
t

｢
渡
海
'
合
戦
の
気
象
状
況
は
'
標
準
年
の
気
候
に

対
し
'
約

一
ケ
月
分
の
狂
い

(
異
情
)
が
あ
っ
た
-

こ
と
が
判
る
｡

二
､
太
陽
暦
と
太
陰
暦
と
の
長
短
比
較

日
本
は
'
陰
暦
の
明
治
五
年
十
二
月
三
日
を
以
て

陽
暦
の
六
年

一
月

一
日
と
L
t
改
暦
し
た
｡
爾
来
'

二

一七
年
が
経
過
し
'
現
代
国
民

一
般
は
旧
暦
法
を

知
ら
な
い
｡
然
し
'
生
活
の
必
要
上
'
漁
業
者
'
航

海
業
者
な
ど
に
は
陰
暦
が
秘
か
に
行
わ
れ
れ
て
い
る
｡

依
っ
て
'
両
方
の
長
短
を
紹
介
す
る
｡

太
陽
暦

-
一
年
間
を
三
六
五
日
五
時
四
八
分
四
六

秒
と
天
文
学
的
に
査
定
'
之
を
平
年
は
三
六
五
日
'

そ
の
飴
の
端
時
間
を
以
て
閏
年
を
設
け
る
｡
即
ち
'

四
年
間
に

一
度
'
三
六
六
日
の
閏
年
を
置
き
'
二
月

を
二
九
日
と
す
る
が
'

一
〇
〇
年
目
に
は
関
目
を
置

か
な
い
｡

一
年
間
を
春
夏
秋
冬
の
四
季
節
'

二

一ケ

月
に
略
等
分
す
る
｡
従
っ
て
年
間
の
月
日
と
気
候
と

が
略

1
敦
す
る
｡
且
つ
'
所
謂
キ
リ
ス
ト
生
誕
年
を

紀
元
と
す
る

｢
通
し
年
哉
｣
を
用
い
る
の
で
'
国
際

的
に
も
古
今
の
時
代
的
に
も
比
年
が
簡
便
で
あ
る
｡

太
陰
暦
-
地
球
の
周
辺
を
'
月
の
明
暗
の

一
回
転
'

二
九
日
静
を
基
準
と
し
て
'

1
ヶ
月
を
二
九
日

(
小

の
月
)
と
三
〇
日

(
大
の
月
)
と
の
二
種
に
分
ち
'

交
互
に
配
置
'
平
年
は
年
間
三
五
四
日
と
L
t
細
三

四
ケ
月
に

1
回
'
閏
月
を
置
き
､
年
間
を

二
二
個
月


